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所属 人文学部 人文学科 職名  教授 
ﾌﾘｶﾞﾅ ｸﾘﾊﾗ ｶｽﾞﾋﾛ 

生年月 昭和 33 年 10 月 22 日 
 氏名 栗原 和弘 

 最終学歴 駒澤大学文学部国文学科 学位  文学士 専門分野 特別支援教育学 

 担当科目  
重複障害教育総論（心理等）、重複障害教育総論（教育課程等）、人間と障害（心理）、人間と障害（人文）、

特別支援学校教育実習Ⅰ、肢体不自由教育総論、特別研究、卒業研究、教師力演習 

 所属学会  日本特殊教育学会 

 Ⅰ 教育活動 

 教育実践上の主な業績 年月日 概要 

 １ 教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）    

 

(1)ICT 等を活用した授業 2020 年 4 月～現在 PowerPoint によるプレゼンテーショ

ンを活用した講義を行っている。ま

た、必要に応じて動画や DVD 教材を

活用している。また、オンラインフ

ォームも積極的に活用している。 

 

⑵学生の授業外における学習効果等の促進のための取組 2019 年 4 月～現在 学習知と体験知の融合を図るため

に、自閉症支援部の顧問として、療

育活動を指導している。また、県内

特別支援学校の研究発表会やボラン

ティア体験に関する情報を積極的に

伝え、参加を推奨している。 

 

⑶授業内容の WEB 上での公開 

 

2019 年 4 月～現在 Moodle に講義資料、ワークシート、

学修課題を掲載し、事前・事後学修

に活用できるようにしている。  

 

⑷担当する授業科目に関連した実務経験を十分に授業に生

かし、実践的教育を行っている事例等 

2019 年 4 月～現在 実務経験において蓄積した事例を適

時、紹介しながら詳説することで、

学生の理解を促すようにしている。 

 ２ 作成した教科書、教材、参考書     

 

(1)資料の配付 2019 年 4 月～現在 必要に応じて論文や新聞記事等の補

足資料を配付し、理解を深めてい

る。 

 

(2)ワークシートの作成 2019 年 4 月～ 現在 ワークシートを作成して、学生が主

体的に課題に取り組み、実施後のフ

ィードバックがしやすいようにして

いる。 

 ３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等     

 
知的障害教育特別支援学校におけるカリキュラム・マネジ

メントの実践 

2017 年 9 月  全国特別支援学校知的障害校長研究

大会シンポジウム 

 
熊本市立出水南小学校との交流及び共同学習 2017 年 10 月  日本教育会全国教育大会 第 42 回岐

阜大会 



 
特別支援学校を活用した福祉子ども避難所について 2019 年 11 月 第 6 回全国手をつなぐ育成会連合会

全国大会熊本大会 

 
教育の最新事情 2020年8月17日 

 

九州ルーテル学院大学教員免許更新

講習 

 
自立活動の指導における実態把握と評価について 2021年8月5日 九州地区特別支援教育研究連盟研究

大会「熊本大会」分科会助言者 

 

新しい教育課程の編成に向けて 

 

特別支援教育における生徒や保護者への対応等について 

 

「わかった！」「できた！」「活用できた！」の実現に向

けた授業づくり 

九州ルーテル学院大学の障がい学生支援の現状と課題 

 

教職課程における障害のある学生に対する修学支援につい

て 

子供を伸ばす自立活動の指導 

ノートテイカー学生の共同養成・共同利用に関する検討 

特別支援学校を活用した福祉子ども避難所 

2021年9月27日 

 

2022年1月7日 

 

2022 年 8 月 29 日 

 

2022 年 8 月 29 日〜10 月

2 日（オンライン配信） 

2022 年 11 月 25 日 

 

2023 年 8 月 7 日 

2023 年 8 月 27 日 

2024 年 11 月 14 日 

熊本県立ひのくに高等支援学校 職

員研修 

熊本県立はばたき高等支援学校 職

員研修 

熊本県立天草支援学校 職員研修 

 

全国高等教育障害学生支援協議会

(AHEADJAPAN) 第 8 回大会 

九州地区大学教職課程研究連絡協議

会 

熊本県立熊本支援学校 職員研修 

日本特殊教育学会自主シンポジウム 

第 70 回全国肢体不自由教育研究協議

会熊本大会 記念講演 

 ４ その他教育活動上特記すべき事項     

 

(1)自閉症者支援実践と学生ボランティアの養成 2019 年 5 月～現在 本学学生による自閉症支援部が行う

療育活動に対して、自閉症の知識を

有する学生を育成・派遣。 

 Ⅱ 研究活動 

 著書・論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は発表の 

年月日 

発行所又は発表雑誌等の

名称（巻・号数を含む） 

編者・著者名（共著

の場合のみ記入） 
該当ページ数 

 １ 著書           

 

基礎からの手話学 

（第 5 章：手話とろう

教育） 

 共著 1996 年６月 福村出版 （編者 神田和幸・

藤野信行） 

（執筆 鳥越隆士・

植村英晴・谷千春・

中博一・中川芳子・

小田侯朗・栗原和

弘・瀧澤亜紀） 

（pp.156－

172） 

 

学習指導要領Ｑ＆Ａ 

特別支援教育[知的障

害教育] 

共著 2020 年 3 月 東洋館出版 （監修者 明官 

茂） 

（編著者 全国特別

支援学校知的障害教

育校長会） 

（pp.36－

41） 

 ２ 論文           



 

聾学校高等部国語科授

業における手話の使用

状況 

 単著 1994 年 8 月 ろう教育科学 

第 36 巻第 1 号 

(ろう教育科学会) 

  （pp.1－8） 

 

特別支援学校在籍者と

保護者における COVID-

19 の影響 

分身ロボット活用によ

る病弱児の居住地交流

についての研究 

単著 

 

 

共著 

 

 

2022 年３月 

 

 

2025 年 1 月 

 

 

心理・教育・福祉研究 

第 21 巻第 2 号 

 

心理・教育・福祉研究 

第 24 巻 

 

 （pp.81－

93） 

 

（pp.17－

30） 

 ３ その他           

 

児童生徒の尊い命を守

るために―熊本地震を

体験して見直した防災

教育の取り組み 

 

2016 年 9 月 実践障害児教育 

第 43 巻第 3 号 

（学研教育出版） 

  

（pp.14－

16） 

 
熊本市「福祉子ども避

難所」の取り組み 

 2020 年 3 月 手をつなぐ 

2020 年 3 月号 №769 

全国手をつなぐ育成

会連合会 

（pp.16－

17） 

 

今、大学で 〜聴覚障

害学生のサポート〜 

 2023 年 2 月 聴覚障害 

2022 年度冬号 Vol.77 

筑波大学附属聴覚特

別支援学校「聴覚障

害」編集委員会 

（pp.70－

73） 

 Ⅲ 社会的活動 

 年月日 委員、講演テーマ・研修会、賞・表彰等の名称 
所属、委託団体、授与機

関等の名称 

 １ 職務専念義務免除による活動     

 

2019 年 4 月～現在 苦情解決第三者委員 社会福祉法人慈愛園 

熊本ライトハウス・のぞ

みホーム  

 
2019 年 5 月～現在 特別支援学校 就労支援ネットワーク会議委員 熊本県教育庁 教育指導

局特別支援教育課 

 2020 年 7 月～現在 宇土市教育支援委員会委員長 宇土市教育委員会 

 2021 年 4 月〜2023 年 3 月 熊本県立ひのくに高等支援学校 学校運営協議会委員 熊本県教育委員会 

 
2021 年 4 月〜2025 年 3 月 

 

文部科学省研究開発学校（熊本県立ひのくに高等支援学校）

における運営指導委員 

熊本県教育委員会 

 2022 年 4 月〜現在 熊本県立黒石原支援学校 学校運営協議会委員 熊本県教育委員会 

 ２ 公開講座、講演、研究会活動     

 2019 年 8 月～現在 熊本自立活動研究会 熊本自立活動研究会 

 
2019 年 8 月 23 日 日奈久地区 特別支援教育研修 八代市立日奈久小学校・

日奈久中学校 

 
2020 年 2 月 22 日 熊本県特別支援学校ＰＴＡ連合会研修会 熊本県特別支援学校ＰＴ

Ａ連合会 

 
2020年7月26日 要約筆記者養成講座 熊本県聴覚障害者情報提

供センター 



 
2022 年 8 月 12 日〜8月 21 日 

（オンライン配信） 

熊本県特別支援学校ＰＴＡ連合会研修会 熊本県特別支援学校ＰＴ

Ａ連合会 

 

2022 年 10 月 9 日 

 

2024 年 7 月 25 日 

山鹿市立菊鹿中学校 創立 50 周年記念式典 記念講演 

 

熊本県私立幼稚園研修大会 分科会助言者 

菊鹿中学校 50 周年記念

式典実行委員会 

熊本県私立幼稚園連合会 

 ３ 社会的表彰     

 2018 年 11 月 教育者表彰 文部科学大臣 

 


